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プラズマ・核融合学会誌編集委員会

この号がお手元に届くのは 9月
末ですが，この編集後記は 8月19

日に執筆しています．皆様，夏はどのようにお過ごしに
なられたでしょうか．今年度から自分の勤務先の核融合
研では8月13‐15日が一斉休業期間となり16日に年休を取
ると 9 連休，南海トラフ地震臨時情報に身構えつつ過ご
した長い休み明けの最初のお仕事が編集後記の執筆にな
りました．
さて，編集委員の主なお仕事は企画（解説・小特集・講座） 

の立案と管理なのですが，他にも議事録執筆，最終校正，
校閲などがあります．自分は企画立案と管理はまだなの
ですが，これまでに経験したお仕事で一番神経を使った
のが校閲での参考文献情報の確認でした．雑誌略称や著
者名などは結構記載ミスがあったり，原著論文や文献を
直接著者が確認していないのではと疑われる記載もちら
ほら…．自分の執筆した論文を雑誌に掲載していただく
際も誰かがこのような作業をしてくださるから雑誌の信
用が保たれているのだと思い，調べられる限りは真面目
に取り組みましたが，参考文献が多いと正直ゲェェーと

思ったものでした．
自由業の夫と話していると，学術業界以外にもさまざ
まな業界でボランティア的な組織や活動でもって業界の
質を保とうと努力されているのだなと感じます．ですが
夫の業界ではその手の活動の夕方以降の設定が多いこと
よ．お金を稼ぐための業務に差し障りがないようにとの
ことでしょうが，家庭生活や連れ合いの仕事の取り回し
のどこかで「あんこがはみ出る」ことになります．（プラ
核学会誌編集委員会は日中に行われるので助かっていま
す‼） 片働きプラス専業主婦家庭が多数派だった時代には
見過ごされていたことも我が家も含めた共働きあるいは
シングル家庭では問題になると認識するに至ったのですが，
社会全体で折り合いがつくまでにはまだ時間がかかるの
でしょう．“It gets better”と言う言葉がありますが，先
人が繋いでくれたものに感謝しつつも今を生きる自分達
自身が苦しくないように，また多数派にならないと問題
があっても可視化されにくく共感も得られにくいと言う
事実を頭に置きつつ，少しずつでも良い方向に進みたい
ものです．	 （伊神弘恵）




